
平成３１年度

当初予算・組織の概要
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基本理念

「選ばれ続けるまち」を目指して

元気共奏・飛躍ふじえだ
～元気つながる、笑顔ひろがる。～
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重点方針
◆ “人口対策”につながる全施策の構築
◆ “都市ブランド力”の向上
◆ “女性、高齢者が活躍する”まちづくりの推進

重点戦略
Ⅰ コンパクト＋ネットワークで創る健康都市
Ⅱ 産業としごとを創る健康都市
Ⅲ ひとの流れを創る健康都市
Ⅳ 出会いとこどもの未来を創る健康都市



１．当初予算・組織の概要



平成31年度予算の特徴

★１ 過去最大の積極型予算を編成！

529億8,000万円 いつも明るく 晴れ晴れ笑顔

★２ 市債残高大幅縮減！H20比 305.8億円の減！

臨財債等を除く市債残高を 500億円以下 に！

全会計市債残高 H20 1,033.5億円 ⇒ H31 727.7億円
臨時財政対策債等を除く全会計市債残高 H31 498.4億円

★３ 基金残高を確保！ H20比 36.1億円の増！

全保有基金残高 H20 113.8億円 ⇒ H31 149.9億円
財政調整基金残高 H20 32.3億円 ⇒ H31 59.3億円
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区 分 Ｈ31当初 Ｈ30当初 増 減 伸 率

一般会計 52,980 50,880 ＋ 2,100 ＋ 4.1%

特別会計 31,549 32,623 △ 1,074 △ 3.3%

企業会計 23,790 23,177 ＋ 613 ＋ 2.6%

合 計 108,319 106,680 ＋ 1,639 ＋ 1.5%

（単位：百万円）

(1) 予算の規模

○ 全 会 計
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平成31年度 会計別予算構成

水道事業
36億1,400万円

3.3％

介護保険
120億5,400万円

11.1％

病院事業
201億7,600万円

18.6％

国民健康保険事業
143億円

13.2％

公共下水道事業
27億6,300万円

2.6％

一般会計
529億8,000万円

48.9％

「都市の健康」で未来を拓く 6

全会計合計
1,083億
1,900万円

その他の会計
24億3,200万円

2.3％

後期高齢者医療
17億 100万円

内陸フロンティア事業
5億 500万円

農業集落排水事業
9,700万円

簡易水道事業 6,200万円
駐車場事業 5,700万円
土地取得 1,000万円



(2) 一般会計予算額の推移

様々な分野でのさらなる前進と新たな礎を築くための積極型予算

前年度より 21億円増額！
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分担金及び負担金 3億4,681万円
使用料及び手数料 4億2,132万円
財産収入 2億1,854万円
寄附金 10億 716万円
諸収入 31億8,699万円
繰越金 10億円

地方交付税
32億2,000万円

6.1％

国庫支出金
71億6,705万円

13.5％

県支出金
43億4,873万円

8.2％

地方消費税交付金等
各種交付金

35億4,480万円
6.6％

(3) 平成31年度 一般会計歳入予算内訳

歳 入
529億

8,000万円
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繰入金
27億9,430万円

5.3％

市債
48億2,430万円

9.1％
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自主
財源

依存
財源

43.5% 56.5%

市税

209億円
39.5％

その他
61億8,082万円

11.7％



市 税
209億円 ＋ 3億円 ＋ 1.5%

個人市民税及び固定資産税の増

地方交付税
32億2,000万円 ＋ 2億2,000万円 ＋ 7.3% 

国の地方財政計画（＋1.1%）相当分及び特別交付税の増

地方消費税交付金等

各種交付金

35億4,480万円 ＋ 2億8,580万円 ＋ 8.8% 

森林環境譲与税、子ども・子育て支援臨時交付金の皆増

国庫支出金
71億6,705万円 ＋ 1億563万円 ＋ 1.5% 

幼児教育無償化の民生費負担金、地域消費喚起・生活支援交付金の増

県支出金
43億4,873万円 ＋ 8億1,809万円 ＋ 23.2% 

幼児教育無償化の民生費負担金、保育所等整備事業費補助金、

産地パワーアップ事業費補助金の増

繰 入 金
27億9,430万円 ＋ 5億9,990万円 ＋ 27.3%

財政調整基金繰入金の増

市 債
48億2,430万円 ＋ 14億710万円 ＋ 41.2%

合併推進事業債の増（借入額17億円）

※ 増減は対前年度当初予算比較
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主な歳入予算の増減要因
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（当初予算額） （対前年度増減） （増減率）

209億円 ＋ 3億円 ＋ 1.5％

※ 平成20年度は岡部町との合算

※ 増減は対前年度当初予算比較

(4) 市税の推移
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物件費
63億9,594万円

12.1％

人件費
62億2,506万円

11.7％

維持補修費
5億5,702万円

1.1％投資的経費
64億7,765万円

12.2％

その他
33億8,260万円

6.4％

繰出金
42億 466万円

7.9％

公債費
44億5,212万円

8.4％

扶助費
117億9,441万円

22.3％
補助費等

94億9,054万円
17.9％

※その他の内訳は下記に記載

※その他の性質の内訳

投資及び出資金 6億3,400万円
貸付金 25億2,381万円
積立金 1億2,479万円
予備費 1億円

(5) 平成3１年度 一般会計歳出予算の状況

歳 出
529億

8,000万円
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◆性質別歳出予算

その他

22.7%

投資的
経費

12.2%

消費的
経費

65.1%



人 件 費
62億2,506万円 ▲ 1億4,103万円 ▲ 2.2% 

退職者の減少に伴う退職手当の減

物 件 費
63億9,594万円 ＋ 1億8,258万円 ＋ 2.9% 

学校ＩＣＴ環境整備事業費、特別支援教育支援員活用事業費の増

扶 助 費
117億9,441万円 ＋ 8億621万円 ＋ 7.3% 

幼児教育無償化に伴う給付費・児童扶養手当の増

補助費等
94億9,054万円 ＋ 10億9,364万円 ＋ 13.0% 

志太広域事務組合負担金の増

投資的経費
64億7,765万円 ＋ 4億4,330万円 ＋ 7.3%

葉梨地区交流センター整備事業費、焼津森線関連市道整備事業費、

市道野田沢本線災害復旧事業費の増

繰 出 金
42億466万円 ＋ 2,476万円 ＋ 0.6%

国民健康保険事業、介護保険特別会計繰出金の増

公 債 費
44億5,212万円 ▲ 3億7,497万円 ▲ 7.8%

元利償還金の減

※ 増減は対前年度当初予算比較
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主な歳出予算の増減要因
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(6) 一般会計市債残高の推移
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臨時財政対策債＝国が償還金を全額負担（＝実質的な地方交付税）
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各会計別の市債残高の推移

26年度末
（決算）

27年度末
（決算）

28年度末
（決算）

29年度末
（決算）

30年度末
（見込）

31年度末
（見込）

467.9 444.2 425.1 414.2 410.7 417.0

208.3 202.9 198.8 192.4 184.9 175.1

190.3 180.6 167.5 156.1 145.7 135.6

866.5 827.7 791.4 762.7 741.3 727.7

639.6 594.9 555.9 527.4 505.7 498.4

（単位：億円）

経費節減に努め、交付税措置がある起債の有効活用

⇒ 臨時財政対策債等を除く全会計合計で

３７３．７億円 削減 の見込（平成20年度比）
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※繰越事業に係る市債を含まない
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20年度末
（決算）

一般会計 563.8

特別会計 228.6

企業会計 241.1

合計 1,033.5

臨財債等
を除く 872.1



Ｈ26

年度末
（決算）

Ｈ27

年度末
（決算）

Ｈ28

年度末
（決算）

Ｈ29

年度末
（決算）

Ｈ30

年度末
（見込）

Ｈ31

年度末
（見込）

79.7 83.8 96.4 69.0 76.8 59.3

－ － 7.0 7.0 7.0 7.1

－ － 9.3 22.3 27.7 26.1

－ － － 27.7 14.5 10.6

79.7 83.8 112.7 126.0 126.0 103.1
以上

93.7億円を積立(見込)

事業目的に合わせて基金を積み立て、必要な財源を確保！
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（単位：億円）

(7) 新たな基金を活用した財政運営

「都市の健康」で未来を拓く

Ｈ20

年度末
（決算）

財政調整基金 32.3

公共施設等総合管理基金 －

未来を創るふるさと応援基金 －

内陸フロンティア事業基金 －

合 計 32.3

平成２０年度末から
平成３０年度末までで

約 ３．９倍



(8) 各種指標の推計

項目 H20
（決算）

H30
(当初)

H31
(当初)

H20との
比較

H30との
比較

備考

実質公債費比率 15.7 10.7 8.7 ▲7.0 ▲2.0 健全な状態！
（25％以上は早期健全化が必要）

将来負担比率 113.6 10.8 8.3 ▲105.3 ▲2.5 着実に改善！
（350以上は早期健全化が必要）

経常収支比率 88.9 89.2 89.5 0.6 0.3
市町村の全国平均

（92.8）よりGood！

市債残高の縮減により
健全化判断比率は着実に改善！

○実質公債費比率・・・借入金の返済にかかる負担の重さを示す指標で、市のすべての会計と一部事務
組合（志太広域事務組合など）が対象となる

○将来負担比率・・・市のすべての会計の借入金や将来払っていく可能性のある負担など、現時点での
残高を指標化し、財政への圧迫度を表す

○経常収支比率・・・自治体の財政構造の弾力性を表す比率。扶助費、繰出金等の経常経費に市税等の
一般財源がどの程度充当されているかを見るもの。
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「選ばれ続けるまち」の実現へ、
“機動性と実効性”をさらに向上、“生産性の高い組織”へ転換

平成31年度 組織・職員定数に関する方針

行政組織編成方針

★１ 「人口対策」の強化へ、移住定住の総合的な促進
〇広域連携課に「連携・定住推進係」 を改編

★３ 社会環境の変化への迅速な対応
〇男女共同参画課を「男女共同参画・多文化共生課」に改編

〇産業政策課に「中小企業振興係」を新設

〇情報政策課に「業務改革システム開発担当」を新設

「都市の健康」で未来を拓く

★２ 将来に向け施策を発展させ、都市ブランド力を向上
○スポーツ振興課に「オリンピック・パラリンピック推進係」を新設

〇街道・文化課に「文化資源活用担当」を新設
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主な組織改編内容
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部・局 課・室 係・担当 等 狙い

企画創生部

広域連携課 連携・定住推進係【改編】
移住定住促進へ、各分野の移住施策を統括し
一体的かつ重点的に推進

情報政策課
業務改革システム開発担
当【新設】

ＩｏＴ・ＡＩ等を活用した市民サービス向上や市役
所業務のシステム革新及び効率化の推進

市民文化部
男女共同参画・多
文化共生課
【改編】

性別や国籍を問わず、多様な人が対等に活躍
できるまちづくりを推進（外国人生活支援を強
化）

スポーツ・文化局

スポーツ振興課
オリンピック・パラリンピッ
ク推進係【新設】

オリンピック・パラリンピックを契機としたスポーツ
振興戦略の重点的推進

街道・文化課 文化資源活用担当【新設】
日本遺産登録認定等文化的資産の観光資源
化を推進

産業振興部 産業政策課 中小企業振興係【新設】 雇用戦略と一体的な中小企業振興対策の推進

環境水道部 下水道課 計画統括担当【新設】
新藤枝環境管理センター整備やＢＣＰ等危機管
理対策の推進



（単位：人）

年度 平21 平22 平28 平29 平30 平31 平32

職員数 752 742 719 720 739 740 740

※毎年度４月１日現在（予定含）

【平成３１年度以降の年度別 予定職員数】

平成31年度 職員数の状況

19選ばれるまち ふじえだ

○平成３１年４月１日現在の職員数は、７４０人を予定

○体制を強化して展開する主な事業等

・災害・危機事案対策の強化
・雇用戦略と一体的な中小企業振興対策の推進
・ＩＣＴ活用の総合的な推進
・文化的資産等の観光資源化の推進
・英語教育の充実
・オリンピック・パラリンピック関連事業の推進 など

○“人財”育成のための職員派遣の拡大

【新規】 ・国土交通省静岡工事事務所 ・(一財)地域創造 ・静岡銀行地方創生部
【継続】 ・環境省 ・静岡県東京事務所



２．重点戦略事業・組織



１ コンパクト＋ネットワークで創る健康都市
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多彩な魅力を放つ拠点を創る

■藤枝の新たな拠点づくりの推進

【推進】戦略的土地利用推進事業費

新たな基盤づくりで定住、産業集積を加速

○重点地区 中心市街地周辺（水上地区）

スマートＩＣ周辺（善左衛門地区）

・現況調査等

1,000万円

プラス

【新規】中心市街再開発事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助1/3〕

中心市街地再開発の早期事業化を推進

・基本計画の策定 （駅前一丁目９街区 ０．３ｈａ）

・都市計画決定（駅前一丁目６街区 ０．４ｈａ）

・意向調査・勉強会の開催等（文化センター街区 ０．７ｈａ）

900万円

中心市街地再開発地区

水上地区
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【推進】蓮華寺池公園の整備
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5/10〕

2億円

蓮華寺池公園の魅力づくり

イベント広場整備、ジャンボ滑り台・園路改修

南側入口広場整備、滝の広場藤棚改修

・整備期間：平成２９年度～平成３３年度

・総事業費：１０億円

蓮華寺池公園 イベント広場イメージ

【推進】葉梨地区交流センター整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助1/2〕

1億7,830万円

葉梨地区交流センターイメージ図

葉梨地区交流センターの建設

・場所：上薮田地内

・整備期間：平成２９年度～平成３２年度

・内容：建築工事・電気設備工事等

・施設規模：１，４８１㎡

■交流拠点づくりの推進



拠点同士をつなげるネットワークを創る
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■快適な道路ネットワークづくり
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1億2,500万円【推進】天王町仮宿線道路整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5/10〕

藤枝バイパス４車線化に合わせた道路整備

・平成３１年度 道路詳細設計、用地測量・用地買収等

用地買収 ５，０００㎡

2億3,500万円【推進】仮宿高田線道路整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5/10〕

内陸フロンティア事業、クリーンセンター事業に合わせた道路整備

・平成３１年度 用地測量・用地買収、道路工等

用地買収 １１，３００㎡

道路工 ５２０ｍ

天王町仮宿線

仮 宿 高 田 線



品格と潤いのある都市空間を創る

24

■憩いの空間・公園づくり

「都市の健康」で未来を拓く

6,500万円【推進】岡出山公園再整備事業費
岡出山公園の魅力を高め回遊性の向上を図る整備

・土地購入 １，７３４．９４㎡ （藤枝五丁目）

・樹木伐採、緑花木植栽 など

【推進】南部地区公園整備事業費
高洲地区に新たに都市公園を整備

・土地購入 ３，０８７㎡（高柳三丁目）

・実施設計

2,600万円【新規】駅前広場景観形成事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助4/10〕

駅前広場の更なる賑わいを創出するための整備

・インターロッキングブロック ４００㎡

・緑化ベンチ設置 ６基

1億1,930万円

岡出山公園

駅前広場イメージ図

南部地区公園整備予定地



“環境日本一”のまちを創る

25

■環境日本一に向けた新たな取組

「都市の健康」で未来を拓く

500万円【新規】家庭用蓄電池設置費補助金〔県費補助1/3〕
省エネ化、停電対策等のための電源の確保

・家庭用蓄電池設置費用を助成
補助率：１／１０ 上限額：１０万円

・家庭用ポータブル蓄電池購入費用を助成

補助率：１／３ 上限額： ２万円

25億7,788万円【推進】環境衛生施設の整備
ごみ・し尿処理施設・斎場などの施設の整備等に伴う負担金

・斎場 平成３１年度完成予定 ・藤枝環境管理センター 平成３２年度完成予定
・クリーンセンター 平成３４年度完成予定

1,380万円【新規】森林環境整備推進事業費
森林環境譲与税を活用し､温室効果ガス削減や水源涵養等の

良好な森林環境整備を推進

・ゾーニング調査、実施計画策定

・山地災害防止のための立木伐採
適切に管理された森林



安全・安心な災害に強いまちを創る

26

■大規模災害対策の強化

「都市の健康」で未来を拓く

60万円
【新規】宿泊型避難生活体験訓練〔県費補助1/3〕

避難生活体験訓練を通じて、有事の際の避難所運営体制を検証

・平成３１年９月２８日（土）・２９日（日） 岡部小体育館
・炊き出し、非常食による食事、間仕切り等を使用した宿泊体験等

230万円

【新規】南海トラフ地震防災対策事業費〔県費補助1/3〕

南海トラフ地震に備えた防災対応を推進

・市民向け避難行動啓発パンフレット作成・全戸配布

・職員危機管理マニュアルの改訂、携行用要約版の作成

通学路・緊急輸送路の安全を確保
・撤去 上限額：６万円 → １０万円
・補助率 通学路・緊急輸送路：１／２ → １０／１０ 一般：１／２ → ２／３

【拡充】ブロック塀等耐震改修事業費補助金
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助1/2〕
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄTOUKAI０総合支援事業費補助金 〔県費補助1/4〕

725万円

避難所の様子
引用：静岡県避難所運営マニュアル



5,000万円【推進】茶町大谷線（原）整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5/10〕

藤枝中央小学校の通学路の安全確保及び避難所指定に

向けた整備

・擁壁工

・用地買収

・用地測量等

27「都市の健康」で未来を拓く

2億1,300万円【推進】橋梁長寿命化・耐震化事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5.5/10〕

緊急輸送路や孤立集落道などの重要な橋の長寿命化・

耐震化を推進

・長寿命化計画策定

・橋梁点検

・修繕・耐震化設計 ９箇所

・修繕・耐震化工事 ３箇所（中川原橋、川向橋、矢崎側道橋）

茶町大谷線（原）法面

中川原橋（岡部中川原吉ノ本線）



28「都市の健康」で未来を拓く

2,430万円【新規】避難所等環境改善・熱中症対策推進事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助4/10〕
緊急地震・津波対策交付金〔県費補助1/3〕

避難所等の環境改善、子どもたちの熱中症対策のための整備

・市民体育館・市武道館 空調設置工事実施設計

・全小中学校体育館設置用スポットクーラー購入

全２７校に各４台

730万円【新規】水害避難行動啓発費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助1/2〕

１０００年に１度の降雨を想定したハザードマップを作成

・出前講座、避難訓練、防災教育等で活用

■あらゆる災害に備えた取組

1,200万円【新規】危機管理用ＧＩＳ構築事業費
緊急地震・津波対策交付金 〔県費補助1/3〕

航空写真やハザードマップ等の情報に加え、水位計、

雨量計及び防災気象情報等に対応するシステムを構築

市民体育館

ＧＩＳ画面イメージ



29

■地域防災力の強化

「都市の健康」で未来を拓く

7,100万円【推進】消防団施設整備費

消防団詰所の改築を計画的に実施

・改築工事：１分団１班（藤枝地区）

５分団５班（瀬戸谷地区）

・実施設計：１分団３班（藤枝地区）

５分団１班・２班（瀬戸谷地区）

1,800万円【推進】消防団車両購入費

消防団車両の更新を計画的に実施

・消防ポンプ自動車更新：２分団（西益津地区）

ＣＤ－１型 １台

消防団詰所

消防団車両



“交通安全日本一”のまちを創る

30

■交通安全日本一に向けた新たな取組

「都市の健康」で未来を拓く

2,100万円【拡充】交通安全日本一の推進

ドライブレコーダー設置費補助

自家用車に設置する費用を補助 上限３千円

対象 交通安全マイレージを達成した人

高齢者運転免許証自主返納の促進

自主返納者に、以下の内から１つを選択制で交付

・市自主運行バス１年間無料乗車券

・路線バス利用回数券１万円分

・デマンドタクシー利用券１万円分

・タクシー利用券１万円分

各小学校区の危険箇所マップ作成

６年生、ＰＴＡ、警察、地域関係者が参加する「交通安全リーダーと語る会」で作成

配布先 小学校全クラス、町内会ほか

ドライブレコーダー設置イメージ



31「都市の健康」で未来を拓く

2億2,900万円【推進】緊急合同点検通学路整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5.5/10〕

通学路の要対策箇所の安全対策を実施

・実施箇所 ９路線
・歩道の設置、歩行者通行空間の整備

1,300万円【推進】ゾーン３０交通安全施設整備事業費
社会資本整備総合交付金 〔国庫補助5.5/10〕

藤枝警察署と連携し、速度制限（３０Km/h）の

区域設定や路面表示等の交通安全施設整備

・実施箇所：藤岡地区（藤岡小学校周辺）

２４ｈａ

ゾーン３０整備箇所

安全対策実施箇所



２ 産業としごとを創る健康都市

32「都市の健康」で未来を拓く

力強い地域産業と人材、雇用を創る

■産業の振興

【新規】ものづくり設備等導入支援事業費補助金

中小企業者が行う生産性向上に向けた設備投資を支援

・事業者 ２５件（見込）

・補助率１／２ 補助限度額２００万円

5,000万円

≪組織≫中小企業の生産性の向上や雇用対策を一体的に推進するための体

制の再構築

・産業政策課に「中小企業振興係」を新設



33「都市の健康」で未来を拓く

2億4,537万円【新規】産地パワーアップ事業費補助金
産地パワーアップ事業費補助金 〔国庫補助10/10〕

生産体制の強化に向けた取組に必要な施設整備に

対する支援

・補助対象：ねぎ集出荷・加工施設建設

・補助率：１／２ ねぎパッキング作業

250万円【新規】食の産業推進事業費
市民、生産者、企業等が連携し、食イベントを開催

・市内の特産品販売、交流都市の出展のほか、食育フェア、

Ｃ級グルメグランプリ同時開催

・開催時期：平成３１年１０月２７日（日）

・開催場所：市民体育館・武道館

前回イベントの様子

【推進】企業立地促進事業費補助金
地域産業立地事業費補助金 〔県費補助1/2〕

市内に工場等を立地する企業への支援

・補助額 用地取得費の５～３０％
雇用増１人につき５０万円

・対象企業 ５社

3億5,340万円

工場立地の様子



34「都市の健康」で未来を拓く

新たな産業、独自のビジネスを創る

■地域産業の活性化を支援

【推進】高田地区工業団地整備事業費＜内陸フロンティア事業特別会計＞

工業用地安定供給促進事業費補助金〔県費補助1/3〕 5億円

県企業局と締結した土地売買契約に基づく負担金

・平成３１年度事業内容

造成工事

・事業期間：平成２９年度～平成３３年度

・進出予定企業 ６社

・業種

食料品製造 ２社

輸送用機器製造 ２社

卸売貨物運送 １社

化学肥料製造 １社 内陸フロンティアパーク「藤枝たかた」イメージ図



35「都市の健康」で未来を拓く

•ＲＰＡ・ＡＩ活用推進事業
•公共施設予約システム導入事業
•ＡＩを活用した実証実験

市民サービス

業務効率化

•クラウドファンディング活用支援

•障害者就労推進事業

•中小企業振興推進プログラム事業

•ＩＣＴ人材育成事業

起業・就労
市民活動

•危機管理用ＧＩＳ構築事業

•在宅生活安心システム推進事業

•子ども見守り推進事業
安全・安心

ＩＣＴの更なる活用

P36参照

P37,43参照

P28,40,57参照



36

ＩＣＴ活用で人の流れを呼び込むまちを創る

「都市の健康」で未来を拓く

■市民サービス・業務効率化の推進

【新規】ＲＰＡ・ＡＩ活用推進事業費
市民サービスの向上、職員の働き方改革を推進

・窓口での申請書作成支援システム導入
マイナンバーカードや運転免許証のＩＣチップを活用し、

申請書記入の負担を軽減

・ＡＩ導入Ｐｅｐｐｅｒの玄関受付業務本格稼働
・手書き文字認識ＡＩ等活用で定型作業をオートメーション化

就学援助業務、還付処理口座チェック、訪問先地図作成 ほか

1,200万円

市民課窓口

【新規】公共施設予約システム導入事業費
市所有・管理施設に予約システムを導入

・スポーツ・文化施設
・地区交流センター など

2,100万円

予約システム導入施設

≪組織≫業務の生産性や市民サービスの向上に向け、ＲＰＡ、ＡＩやＧＩＳの活

用を推進する体制の構築

・情報政策課に「業務改革システム開発担当」を新設



37「都市の健康」で未来を拓く

【新規】クラウドファンディング活用支援
クラウドファンディングの活用を支援（新規）

○起業・創業者
・対象 利用手数料

・補助率 １／２以内 上限５０万円

・補助回数 １事業者あたり１回
○市民団体

・対象 利用手数料

・補助率 ２／３以内 上限１０万円
・補助回数 １事業あたり１回

270万円

クラウドファンディング イメージ

■起業・創業や市民団体活動を支援

【再掲】危機管理用ＧＩＳ構築事業費 1,200万円

■市民の安全・安心を推進

【新規】ＡＩを活用した実証実験
地方創生推進交付金 〔国庫補助1/2〕

ＩｏＴを活用した実証実験を実施

・ＡＩ路面情報検知：公用車搭載カメラから得た路面情報をデータ化
・ＡＩ仮設シャワー：水循環型浄化システムによる限られた水の効果的使用

900万円

車搭載カメラによる検知



みんなが活躍するまちづくりの推進

38「都市の健康」で未来を拓く

●暮らしを支える
地域支え合い事業
在宅生活安心システム事業
老人憩いの家備品整備

●雇用を生み出す
高齢者世代就労支援事業

●宝を引き継ぐ
朝比奈玉露継承事業

●雇用を生み出す
フリーランスレディ育成事業
子育てママのしごと応援事業

●活躍の場を創る
女性活躍イベント
女性創業支援事業

●暮らしを支える

重度心身障害者短期入所事業

●雇用を生み出す

障害者就労推進事業

●社会参加を支援

公共施設等の利用料免除

●活動を支える

市民参加まちづくり事業

クラウドファンディング活用支援

まち美化里親制度

買い物弱者サポート

仕事・人材マッチング

サポート推進事業

高齢者

障害者

女性

市民団体

P40～P41参照 P42参照

P37,44参照P43参照 P39参照



39「都市の健康」で未来を拓く

みんなが活躍できるまちを創る

■活躍の場の創出

【新規】仕事・人材マッチングサポート推進事業費

多様な働き手の活躍機会を創出

女性・高齢者・障害者等の活躍機会を創る

「仕事・人材マッチングディレクター」を配置

・仕事・人材マッチングディレクター １名

・活動内容

企業訪問等による仕事獲得のための

営業活動

関係機関への仕事の振り分け 等

・活動拠点

エコノミックガーデニング支援センター・エフドア

1,000万円



40「都市の健康」で未来を拓く

■高齢者の暮らしを支える

【拡充】在宅生活安心システム推進事業費

高齢者の安全・安心な暮らしを支援

・対象者 ６５歳以上の一人暮らし、日中独居（新規）

・貸与機器

ペンダント発信機、火災センサー、ガス漏れセンサー、

ライフセンサー、外出用ペンダント発信機（ＧＰＳ機能）（新規）

・パソコン、スマホによる遠隔地での確認が可能

・異常・緊急時には警備会社が現場に直行

1,300万円

【新規】地域支え合い事業費
高齢者の移動支援に対する地域団体の活動を支援

・出かけっＣＡＲサービス事業（移動支援）

地域の運転ボランティア、社会福祉法人等の

社会貢献活動により実施

実施検討地区 西益津地区・葉梨地区など

300万円



41「都市の健康」で未来を拓く

【拡充】高齢者世代就労支援事業費
働き続けたい高齢者の就労支援を推進

・高齢者雇用優良事業所表彰（新規）

・高齢者合同企業説明会（新規） セブン-イレブン・ジャパンと連携

・高齢者等雇用奨励金 等

160万円

高齢者就労支援セミナー

■高齢者の雇用を生み出す

■宝を引き継ぐ

【新規】朝比奈玉露承継事業費

朝比奈玉露を次世代に承継

・玉露名人による後継者指導
・朝比奈玉露の摘み子の確保・育成

・全国玉露のうまい淹れ方コンテスト参加 など

100万円

摘み子体験

【拡充】老人憩いの家備品整備

高齢者の生きがいや健康づくりに資する備品購入費を支援

・補助率 １／２以内

・補助額 ３年・２５万円以内 → ５年・５０万円以内に拡充

200万円



42「都市の健康」で未来を拓く

【拡充】フリーランスレディ育成事業

結婚・出産・介護等により時間や場所が固定された仕事に就くことが難しい人を支援

・基礎知識習得のためのｅラーニング導入

・特定分野ごとのプロフェッショナル養成講座開催 など

200万円

■女性の雇用を生み出す

【新規】女性活躍イベント開催
女性が自分の輝き方を見つけるきっかけとなるイベント開催

・開催時期 平成３１年１１月～１２月頃

・会場 ＢｉＶｉ藤枝

・講演会、トークショー など

100万円

【新規】子育てママのしごと応援事業
出産・育児前後の働きたい人を支援

託児機能付きオフィススペース「ママスクエア」やハローワークと連携
・子育てママのしごと体験の実施

・子ども連れで再就職相談できる場の提供 ほか

20万円

■女性の活躍の場を創る



43「都市の健康」で未来を拓く

■障害者と家族の暮らしを支える

■障害者の雇用を生み出す

【拡充】重度心身障害者短期入所事業費
在宅重症心身障害児者の短期入所受入れによる介護する家族の負担軽減

・短期入所受入先 市立総合病院ほか

・一般入院した際に算定する診療報酬相当額と短期入所サービス費との差額、

個室代を支給

【新規】障害者就労推進事業費

障害者のテレワークによる働き方を支援

企業で働く障害者が支援員による指導の下で、各企業の

仕事を行うテレワークオフィス事業に対する支援

・対象 テレワークオフィス事業を行う法人

・補助率１／２ 上限６０万円

200万円

400万円

テレワークオフィス
開設イメージ



44

■市民団体の活動を支える

「都市の健康」で未来を拓く

410万円【拡充】市民参加まちづくり事業費
市民の自主的・公益的な活動を支援

①活動推進支援（３回まで）

補助率 ２／３以内 上限１０万円

②活動拡大支援（３回まで）

補助率 １／２以内 上限１０万円

③高齢者活躍支援（新規）（３回まで）

高齢者中心の団体の活動、高齢者活躍等を

応援する事業経費への助成

補助率 ２／３以内 上限１０万円

④女性活躍支援（新規）（３回まで）

女性中心の団体の活動、女性活躍等を応援する

事業経費への助成

補助率 ２／３以内 上限１０万円

市民団体による活動の様子

【再掲】クラウドファンディング活用支援 270万円



45「都市の健康」で未来を拓く

多様な人材の活躍の場を創る

■多文化共生の推進

【新規】多文化共生推進計画策定事業費

国籍や文化の違いを超えた暮らしやすい多文化共生の

地域づくりを進める

・（仮称）藤枝市多文化共生推進計画の策定

計画期間 Ｈ３２～Ｈ３６

・市内在住外国人（Ｈ３０．１２月末）

４８か国 １，６４７人

50万円

≪組織≫改正入管法施行の対応を含め、国籍や文化の違いを超えた誰に

とっても暮らしやすい多文化共生の地域づくり推進に向けた体制の再構築

・男女共同参画課を「男女共同参画・多文化共生課」に改編

「世界の国と文化を知ろう」開催の様子



46「都市の健康」で未来を拓く

【再掲】障害者就労推進事業費 200万円

【再掲】仕事・人材マッチングサポート推進事業費 1,000万円

【再掲】高齢者世代就労支援事業費 160万円

■活躍の場の創出

【新規】地域おこし協力隊活動事業費

新たな担い手による地域協力活動の拡大（５人→１１人）

○地域おこし協力隊員 １１人（新隊員６人） 任期：３年

・女子サッカーの環境づくり（Ｈ３１.４～新隊員・２人）

・体験型観光開発（中山間地域）（Ｈ３１．４～新隊員）

・陶芸を通じた地域の活性化（Ｈ３１．４～新隊員２人）

・中心市街地の活性化（Ｈ３１．６～新隊員）

・女子サッカーの環境づくり（Ｈ２８．８～Ｈ３１．７）（Ｈ３１．８～新隊員）

・中山間地域の活性化（Ｈ３０．４～Ｈ３３.３）

・商店街の活性化（Ｈ３０．７～Ｈ３３.６）

・観光の振興（Ｈ３０．７～Ｈ３３．６）

・朝比奈玉露の活性化（Ｈ３０．７～Ｈ３３．６）

4,400万円

協力隊の活動状況



３ ひとの流れを創る健康都市

47「都市の健康」で未来を拓く

持続的な移住・定住の流れを創る

■移住・定住促進の充実

1,800万円【新規】移住・就業支援事業費補助金
ふじのくに移住・就業支援補助金 〔県費補助3/4〕

東京圏からのＵＩＪターンの促進、中小企業等の人材確保を図る

移住・就業に要する経費の助成
・支援対象(以下すべての要件を満たす者）

東京23区在住者又は東京圏在住で23区への通勤者

市内に移住した者
県内の中小企業等に就職又は起業した者

・支給額

単身世帯 ６０万円 ２人以上世帯 １００万円
・支給人数 ２０人 ＵＩＪターンに向けた啓発活動の様子

≪組織≫移住定住促進に係る他分野の施策を一体的かつ一元的に進める

体制の構築

・広域連携課連携推進係を「連携・定住推進係」に改編



48「都市の健康」で未来を拓く

【拡充】子育てファミリー移住定住促進事業費 1億6,800万円
市内に居住を希望する子育て世帯に対し住宅取得を支援

・市内の中学生以下の子を持つ者に対する新築戸建住宅・新築マンション（新規）購入費用

補助率：１／２ 上限額：３０万円

・市外の中学生以下の子を持つ者に対する新築戸建住宅・新築マンション（新規）購入費用

補助率：１／２ 上限額：５０万円

・市外の中学生以下の子を持つ者に対する新築戸建住宅・新築マンション（新規）移転費用

補助率：１／２ 上限額：５０万円

【拡充】空き家活用の推進 2,188万円

○全国版空き家・空き地バンクを活用した情報発信

・全国版空き家・空き地バンクに登録し、空き家情報を全国に発信 平成３１年６月～

○空き家活用・流通促進事業費補助金 ２，１００万円

・対象 戸建空き家・中古マンションの購入（新規）・改修と移転費用に助成

・補助率 １／２
市内世帯 上限３０万円

市外子育てファミリー世帯 上限５０万円

市外一般世帯 上限３０万円（移転費用のみ上限５０万円）

○企業とコラボした空き家ツアー開催

○空き家管理・活用相談員の無料派遣

○総合相談会の開催（年１回）



49「都市の健康」で未来を拓く

広域連携で地域全体に人の流れを創る

「連携中枢都市圏構想」制度を活用した、５市２町（静岡市、藤枝市、焼津市、島田市、牧
之原市、吉田町、川根本町）の連携事業

【推進】中部・志太榛原地域ＤＭＯ事業費
地方創生推進交付金 〔国庫補助1/2〕

中部・志太榛原地域の観光振興の強化

・圏域全体での情報発信

・個別地域資源プロモーション

・市場動向調査、商品開発 など

500万円

マッチング交流会
【新規】静岡ＤＣ回遊促進事業費
静岡デスティネーションキャンペーン（Ｈ３１．４～６）に

合わせた来訪者の回遊促進

・蓮華寺池公園、藤のライトアップ

・朝ラー・茶・酒などの食資源を活用したイベント

・子ども向けおんぱく など

Ｈ３０実施 「茶氷」プロジェクト

回遊促進事業 着物まち歩き

■広域連携の推進

450万円



50「都市の健康」で未来を拓く

【推進】しずおか中部連携中枢都市圏事業

「連携中枢都市圏構想」制度を活用する５市２町連携事業

○街道文化発信

・宿場資源を活用した体験プログラム（みちゆかし）実施

・宿場イベント（東海道岡部宿にぎわいまつり）開催

・東海道歴史遺産のＷｅｂサイト、多言語パンフレット作成

・藤まつりの実施

○大学連携

・産学官連携推進センターの市民向け講座開催等

・大学と連携した地域課題解決に向けたセミナー実施 等

○ＪＲ駅前等賑わい創出

・蓮華寺池公園、岡部宿大旅籠柏屋・内野本陣史跡での

イルミネーション等の賑わい創出イベント実施

東海道岡部宿にぎわいまつり

2,650万円



51

“藤枝の宝”を活かしたまちを創る

「都市の健康」で未来を拓く

■藤枝の宝を全国に発信

【新規】藤枝茶次世代交流促進事業費
中高生（藤枝ジュニアお茶博士卒業生等）による

新たな藤枝茶のファン獲得
・お茶関連講座

・友好都市でのお茶の淹れ方教室

・お茶づくり実習体験
・茶器づくり実習体験 など

88万円

【再掲】朝比奈玉露継承事業費 100万円

呈茶の練習風景

1,200万円【新規】旧藤枝製茶貿易商館保存・活用事業費
旧藤枝製茶貿易商館（通称：とんがり屋根）を移転・活用し

蓮華寺池公園の一角に茶文化を発信する拠点を整備

・建設場所 蓮華寺池公園南側広場 約３００㎡

・事業期間

Ｈ３１年度から平成３３年度

旧藤枝製茶貿易商館
明治３４年（１９０１年）建設



52「都市の健康」で未来を拓く

市民が主役のまちを創る

【新規】見守り防犯カメラ設置費補助金
自治会・町内会が設置する防犯カメラの設置費用を支援

・補助対象 買取り、リースいずれも可
・補助率 ９／１０ 上限３０万円 （１団体・各年度２台まで）

1,080万円

■市民活動の輪を拡大

【拡充】地域防犯活動推進事業費
安全安心まちづくり活動、地区防犯まちづくりを推進

・ドライブレコーダーによる見守り事業（新規）
市内全ての新聞店にドライブレコーダー貸与 約１７０台

・安全安心サポートネットワークの拡充

のぼり旗、車輌への貼付用マグネット作成 など

700万円

■地域の守る力を強化

ドライブレコーダー設置イメージ

【新規】自治会連合会５０周年記念事業
自治会連合会が５０周年を迎えるにあたり記念式典を開催

・日時 平成３１年１０月１９日（土）
・場所 市民会館ホール

140万円



４ 出会いとこどもの未来を創る健康都市

53「都市の健康」で未来を拓く

出会いと独自の子育て環境を創る

■子育て施設の充実

5,660万円
【拡充】放課後児童健全育成事業施設整備費 〔国庫補助1/3〕ほか

・新設：高洲小第３児童クラブ 定員５０人

・設計：高洲南小第２児童クラブ 定員８０人

3億6,696万円
【推進】認定こども園施設整備費補助金 〔国庫補助2/3～1/2〕

・新築 新定員：１５９人 場所：志太 （仮称）志太こども園

・増改築 新定員： ６５人 場所：本郷 （仮称）せとやこども園

1億1,500万円【新規】れんげじスマイルホールリニューアル事業費
遊具の充実等によりさらに魅力的な施設へリニューアル

・ネット遊具等の大型遊具設置

・リニューアルオープン 平成３２年４月予定

リニューアルのイメージ



54「都市の健康」で未来を拓く

■子育て環境の充実

4,400万円【拡充】病児・病後児保育事業費
子ども・子育て支援整備交付金 〔国庫補助1/3〕 ほか

・病児保育施設新設（市内３か所目）への支援

定員：３人 場所：小石川町 開設：Ｈ３２．４
・病児保育：シルバー人材センター 定員１～２人

キッズルーム・リトルハッピー 定員２人

・病後児保育：藤枝保育園 定員２人

5億6,000万円児童扶養手当≪制度改正≫
児童扶養手当給付費国庫負担金〔国庫補助1/3〕ほか

・支給回数 ３回（４月、８月、１２月） → ６回（奇数月）

・税制改正に伴う臨時・特別給付金（Ｈ３１のみ）

児童扶養手当受給者のうち未婚のひとり親 年額１万７，５００円

240万円【新規】子ども育成支援モデル事業費
母子家庭等対策総合支援事業費補助金 〔国庫補助1/2〕ほか

子どもの社会的自立を支援

・対象 生活困窮家庭、ひとり親家庭、ネグレクト家庭の児童

・支援内容 学習支援、食事、入浴、洗濯等

【新規】
【拡充】



55「都市の健康」で未来を拓く

“教育日本一”のまちを創る

【推進】小中一貫教育推進事業費
特色ある小中一貫教育の導入を市内全中学校区で

段階的に実施
・実施校区：大洲中学校区、広幡中学校区

・地区協議会設立地区：藤枝、高洲、青島中学校区

・中学校の専科教員による小学校への乗り入れ授業
実施：瀬戸谷、大洲、広幡中学校区

・コミュニティスクール（学校運営協議会）の導入

導入：瀬戸谷、大洲、広幡中学校区

910万円

■授業環境の充実

瀬戸谷地区の授業の様子

【拡充・改編】特別支援教育支援員活用事業費
特別な支援を要する子どもの増加に伴う特別支援教育

体制の強化

全ての特別支援学級に支援員を配置

・特別支援学級支援員 ４０人

・通常学級支援員 ５０人

支援員がいる授業の様子

8,900万円



56
「都市の健康」で未来を拓く

■教育環境整備に向けた取組

小学校１年生用トイレに引き続き、小学校２年生以上の

児童が使用するトイレの洋式化を推進

・改修工事 ３校

藤枝小学校、岡部小学校、朝比奈第一小学校

・設計 ４校

葉梨西北小学校、稲葉小学校、広幡小学校、藤岡小学校

【拡充】トイレ環境改善事業費 8,880万円

Ｈ３０洋式化改修工事

■学ぶ機会の充実

クリーンエネルギー先進地・ハワイ州で環境政策を学ぶとともに、

自ら考え行動する力や国際感覚を養う研修を実施（平成２６年度～）

・対象

市内在学の高校生 ６名

・研修内容

事前研修、研究機関の視察、大学講義、フィールドワーク 等

・市内企業の協賛、（一社）静岡県環境資源協会との連携・協力による実施

【推進】次世代環境リーダー育成事業費 80万円

Ｈ３０ハワイ研修の様子



57「都市の健康」で未来を拓く

【新規】防犯設備整備事業費

不審者等侵入防止のための防犯カメラを全小中学校に設置

・設置校 小中学校２６校（１台／校）

（高洲南小学校：設置済み）

1,000万円

部活指導

■子どもの安全・安心の強化

【新規】子ども見守り推進事業費補助金

見守りサービスを導入する経費を支援

子どもに見守り端末を持たせることで登下校の安全をサポート

・対象者 市内在住小学生の保護者

（要件を満たす民間サービス利用の場合に限る）

・対象内容 保護者ニーズの高い機能（ＧＰＳ位置情報）を

提供するサービス

・上限５千円（端末機器相当額） １人１台（１回限り）

1,500万円



58「都市の健康」で未来を拓く

“健康・予防日本一”のまちを創る

【新規】がん検診無料化事業費
がん検診を習慣化し早期発見・早期治療のためのがん検診を推進

検診初年度である４０歳を無料化（子宮がんは２０歳）

・胃がん 対象者１，８３９人

・肺がん 対象者１，８３９人
・大腸がん 対象者 １，８３９人

・乳がん 対象者９３０人

・子宮がん 対象者 ６５８人

540万円

【新規】がん患者共生支援事業費
がん患者の療養生活の質の向上、社会参加を支援

・医療用ウィッグ購入費助成 助成額 ２万円
・乳房補正下着購入費助成 助成額 １万円

500万円

≪組織≫「がん治療に強い」病院として更なる充実を図るため、「国指定がん
診療連携拠点病院【高度化】」指定に向けた組織体制を構築

・がん診療支援センターを「緩和ケアセンター」に再編
・「病院人事課」、「働き方改革担当」を新設

■がん対策の強化 「がん対策推進条例」平成３１年４月１日施行
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乳がんの早期発見・検診精度向上のための検診機器整備

・乳房Ｘ線撮影画像診断システム（２Ｄ・３Ｄ 各１台）

【新規】マンモグラフィ整備事業費 1,400万円

マンモグラフィ

高度がん医療への対応を図るための低侵襲手術室、医療機器の整備

・手術室２室増築 ・手術支援ロボット等設置

Ｈ３１：基本・実施設計

Ｈ３２～：増築工事、手術支援ロボット等設置

【新規】がんに強い病院への体制強化 ＜病院事業会計＞
4,000万円

手術支援ロボットの
操作イメージ

■医療体制の充実

患者に寄り添った支援を推進するため、医師、技師、看護師等の医療スタッフの充実を図る

定数条例の改正 ８５０人 → ９００人

≪組織≫がん対策推進条例に対応する組織体制の強化
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独自の“スポーツ・文化”を活かしたまちを創る

■東海道ブランド化に向けた取組

【新規】東海道ブランド化推進事業費

近隣市と連携し東海道に残る歴史遺産の平成３２年５月の日本遺産認定を目指す

・東海道に特化したＷｅｂサイト作成

・多言語パンフレット作成

・日本遺産申請

Ｈ３１．４ 近隣市町・関係団体による協議会発足

Ｈ３２．１ 日本遺産申請

300万円

東海道 岡部宿大旅籠柏屋

≪組織≫東海道など本市独自の文化的資産を活用し、ブランド力を高める

体制の構築

・街道・文化課に「文化資源活用担当」を新設
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■東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組

【推進】東京オリンピック・パラリンピック合宿等誘致推進事業費

ホストタウン対象国であるイタリアの柔道・ライフル射撃

チームの事前合宿実施

・合宿 柔道（８月、１１月）、ライフル射撃（８月）

・ライフル射撃国際交流大会開催（８月）

（日本ライフル射撃協会と連携）

2,630万円

柔道チーム合宿の様子

≪組織≫イタリア共和国の柔道・ライフル射撃の事前合宿や交流促進を含

め、オリンピック・パラリンピック開催を契機にスポーツ振興を一体的かつ一

元的に進める体制の構築

・ スポーツ振興課に「オリンピック・パラリンピック推進係」を新設
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■消費喚起

「都市の健康」で未来を拓く

消費税率引上げによる家計負担を受けやすい低所得者・子育て世帯向け

プレミアム付商品券発行

・対象者

①Ｈ３１年度市民税非課税者

②０歳～２歳児のいる子育て世帯の世帯主

・購入限度額

①券面額２．５万円（販売額２万円）

②券面額２．５万円（販売額２万円）×３歳未満の子の人数

・割引率 ２０％（プレミアム補助額：５千円）

・使用可能期間 Ｈ３１．１０～Ｈ３２．３までの間で市が定める期間

【新規】プレミアム付商品券発行事業費
地方消費喚起・生活支援交付金〔国庫補助10/10〕

1億3,500万円

消費税率引上げに伴う国の経済対策等



63

■幼児教育無償化

「都市の健康」で未来を拓く

家庭の経済状況にかかわらず、全ての子どもが平等に質の高い教育を受けられるように

平成３１年１０月から幼児教育無償化がスタート

・対象者

①３歳～５歳児のいる世帯

②０歳～２歳児がいる市民税非課税世帯

・無償化対象施設利用者数

約４，０００人

・市内無償化対象施設

①公立保育園（３園）

②私立保育園（１３園）

③認定こども園（７園）

④私立幼稚園（１５園）

⑤認可外保育施設等（６園）

【新規】幼児教育無償化 利用料無償化分の給付費 5.0億円
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○新公共経営プロジェクトチーム（若手PT）

「選ばれ続けるまち・藤枝」へ、まちづくりのターゲット世代である
若手職員の柔軟な発想や感性、情熱で市政の改革・発展につな
がる施策を市長に提言

テーマ：女性がいきいき輝けるまちへ
～人生の選択と可能性を応援～

「都市の健康」で未来を拓く

女性が憧れ、暮らしたくなるまち

づくりを、官民連携で推進！

分 類 提言事項 平成31年度 実施内容 予算額

多様な働き方を認め、推
進する先進的なまち

フリーランスレディ育成
事業

「藤枝くらシェア・クラウドソーシング」
の市民ランサーへのｅラーニング導入、
プロフェッショナル養成講座の開催

200万円

出産・育児前後でも働く
希望が叶うまち

子育てママのしごと応
援事業

子育てママしごと体験の実施、子連れ
再就職相談の場の提供 20万円

余暇・娯楽が豊富なまち
「Lady First City 
Fujieda」のブランド化

女性が主役のイベント開催
ＰＲタグラインの作成 100万円
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誰もが「明るい」明日を実感できる
１年にするため、職員共々

全力で頑張ります

藤枝市長

北村正平

「都市の健康」で未来を拓く


